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〔協力〕 岡崎市立三島小学校/岡崎市立竜海中学校/
愛知県立岡崎高等学校/自然科学研究機構/愛知
県立岡崎盲学校
〔参考資料〕 新編岡崎市史/岡崎市制70周年記念
事業記録誌/岡崎市戦災復興誌/岡崎竜海風土記/
ふるさとの思い出写真集明治大正昭和岡崎/写真
でつづる明治大正昭和の物語岡崎あれこれ〔表紙写真〕　毎年5月に三島小で行われる「こいのぼり集会」の様子です

〔作成委員会〕   大島康司/仲井憲一郎/中嶋俊之/加藤政宏/
岡田孝/荻野享/加納重幸/米津眞/伊藤榮一/村瀬浩之/
神谷明/富田征也/𠮷田章二/小田喜代美/酒井義和

岡崎市制10 0周年記念事業
岡崎まちものがたり　08  三島学区まちものがたり 発行　2017年１月

　三島学区まちものがたり作成委員会は、15名の委員が5つの分野に分かれ、それぞれが表紙
の部・なりたちの部・マップの部・特集の部・裏表紙の部いずれかを担当し、執筆作業を進め
ました。原案の作成には多忙な中にもかかわらず、時間を工夫して精力的に資料の収集、現地調
査や聞き取り調査に携わり、学区の歴史と特色を浮き彫りにし
てきました。そして、キャッチコピー「文教と歴史と賑わいの町」
に相応しい内容になるよう、説明文、写真、レイアウトなどアイ
ディアを出し合い、8回の協議を重ね、魅力ある仕上がりを目指
し取り組んできました。

文教と歴史と賑わいの町

新世紀岡崎に伝えたいメッセージ
mishima

　三島小学校では、こいのぼり集会で柏餅、ひな
祭り集会でいが饅頭を食べます。部活動の大会で
は、励まし合い団結し合って、力を出し
切ることが得意です。
　廊下では、元気な挨拶の声が飛び交っ
ています。そんな学校が大好きです。

　  林  木葉三島っ子メッセージ 6年

　三島学区には地域パトロールの方がいて、私た
ちの安全を守ってくださっています。そのおかげ
で小中学生も安心して登下校をする
ことができます。住民同士で地域の安
全を守るこの活動を、ずっと続けてい
きたいです。

　  深澤  満理奈竜中生メッセージ 3年

　僕が住む三島学区は、夏祭りなどの地域のイベ
ントが盛んです。代々続いている伝統的な行事を
今後も続けていくために、地域の人々
の交流を通して多くの人と関わり、住
民同士のつながりを大切にしていき
たいです。

　  谷口  駿竜中生メッセージ 3年

　ぼくにとって、学区の自慢といえば、学校のす
ぐ隣の自然科学研究機構です。年に一度の「一般
公開」を楽しみにしています。実験器
具に触れたり、実験動物を見たりする
など、貴重な体験ができるので、毎年
行きます。

　  竹澤  諒三島っ子メッセージ 6年

編集後記編集後記

※学年は平成28年度時点
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東洋一といわれた三島尋常高等小学校

 

岡
崎
始
ま
り
の
地

　
室
町
時
代
の
永
享
年
間
（
1
4
2
9-

4
1
年
）
に
西
郷
弾
正
左
衛
門
が
明
大
寺

に
屋
敷
城
を
築
造
し
ま
し
た
。
こ
の
城
は
、

三
島
の
丘
の
北
端
の
川
に
臨
ん
だ
小
平
地

に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
岡
の
先
、
岡
崎

と
い
う
地
名
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
岡
崎

＝
明
大
寺
は
、
矢
作
川
渡
船
場
と
し
て
発

展
し
、
城
の
周
辺
に
は
集
落
が
形
成
さ
れ
、

寺（
成
就
院
な
ど
）も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
平
清
康
公
が
岡
崎
城
主
と
な

り
、本
拠
を
現
岡
崎
城
の
地
に
移
し
た
た
め
、

地
名
も
北
へ
移
り
ま
し
た
が
、岡
崎
と
い
う

地
名
は
、三
島
学
区
に
起
源
を
も
つ
の
で
す
。

 

岡
崎
の
玄
関
口
と
し
て
の

 

賑
わ
い   

　
東
岡
崎
駅
を
有
す
る
当
学
区
は
、
岡

崎
の
玄
関
口
と
し
て
の
賑
わ
い
の
地
で

す
。
戦
後
、
い
ち
早
く
東
岡
崎
駅
前
か
ら

電
車
通
り
に
至
る
道
の
両
側
に
青
空
市
が

で
き
、
そ
の
後
、
商
店
街
が
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。
東
岡
崎
駅
が
改
築
さ
れ
、「
岡
ビ

ル
百
貨
店
」
が
開
店
す
る
と
、
商
店
街
は

ア
ー
ケ
ー
ド
を
設
置
し
て
発
展
を
目
指
し

ま
す
。
昭
和
30
年
代
末
に
は
、
西
三
河
初

の
百
貨
店
「
エ
コ
ー
」
が
、
次
い
で
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
ほ
て
い
や
」
が
進
出
し
、

賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
現
在
は
、
飲
食

店
が
並
ぶ
繁
華
街
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

東
岡
崎
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
が
進
行
中

で
、さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

文
教
の
丘

　
三
島
学
区
に
は
、
三
島
小
学
校
、
竜
海

中
学
校
に
加
え
、
全
国
に
名
高
い
岡
崎
高
等

学
校
、
世
界
最
先
端
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
自
然
科
学
研
究
機
構
が
あ
り
ま
す
。
大

正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
三
島
の

丘
に
岡
崎
中
学
校
や
三
島
尋
常
高
等
小
学
校

が
移
転
し
て
き
ま
す
。
戦
後
に
は
、
愛
知
学

芸
大
学（
現
愛
知
教
育
大
学
）
が
設
置
さ
れ
、

多
く
の
教
員
を
輩
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
学
は
刈
谷
市
に
統
合
移
転
し
ま
し
た
が
、

当
地
に
は
、分
子
科
学
研
究
所
を
皮
切
り
に
、

基
礎
生
物
学
研
究
所
、
生
理
学
研
究
所
な

ど
が
創
設
さ
れ
、
自
然
科
学
研
究
機
構
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

一
八
九
八
年
▪
明
治
31 

岡
崎
馬
車
鉄
道
の
岡
崎
停
車
場―

殿
橋
間
が
開
通…

一
九
〇
六
年
▪
明
治
39 

三
島
村
が
岡
崎
町
に
合
併 

一
九
二
三
年
▪
大
正
12 

愛
知
電
気
鉄
道
（
現
名
鉄
）
の
神
宮
前―

東
岡
崎
間
が
開
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
2
7
年
（
昭
和
2
）
に
は
東
岡
崎―

豊
橋
間
が
開
通
）

一
九
二
四
年
▪
大
正
13 

愛
知
県
岡
崎
中
学
校
（
現
県
立
岡
崎
高
等
学
校
）
が
戸
崎
町
か
ら
現
在
地 

 

に
移
転

一
九
二
五
年
▪
大
正
14　
　

三
島
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
三
島
小
学
校
）
が
三
島
の
丘
（
明
大
寺
町
、

 

現
自
然
科
学
研
究
機
構
）
に
移
転…

一
九
三
二
年
▪
昭
和
7 

吹
矢
橋
が
木
造
で
完
成

一
九
三
五
年
▪
昭
和
10 

岡
崎
信
用
金
庫
本
店
が
現
在
地
へ
移
転

一
九
三
七
年
▪
昭
和
12 

明
代
橋
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
路
橋
と
し
て
完
成

一
九
四
五
年
▪
昭
和
20 

岡
崎
空
襲　

学
区
内
で
9
0
0
戸
を
超
す
被
害
を
被
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
岡
崎
駅
前
か
ら
電
車
通
り
に
至
る
両
側
に
青
空
市
が
で
き
る

一
九
四
七
年
▪
昭
和
22 

新
学
制
に
よ
り
市
立
竜
海
中
学
校
が
元
三
島
小
学
校
を
借
用
し
て
開
校

一
九
四
八
年
▪
昭
和
23 

明
徳
保
育
園
が
開
園

一
九
四
九
年
▪
昭
和
24 

愛
知
学
芸
大
学
岡
崎
分
校
が
三
島
の
丘
に
開
校…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
5
1
年
（
昭
和
26
）
に
大
学
本
部
が
明
大
寺
校
舎
へ
移
転
） 

一
九
五
〇
年
▪
昭
和
25 

市
立
竜
海
中
学
校
が
現
在
地
に
新
築
移
転

一
九
五
二
年
▪
昭
和
27 

県
立
岡
崎
盲
学
校
が
現
在
地
に
新
築
移
転

一
九
五
五
年
▪
昭
和
30 

県
西
三
河
事
務
所
が
現
在
地
に
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　

 

市
立
三
島
小
学
校
が
現
在
地
に
新
築
移
転

一
九
五
八
年
▪
昭
和
33 

東
岡
崎
駅
舎
改
築
完
工　

　
　
　
　
　
　
　
　

   　
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
設
置
さ
れ
、「
岡
ビ
ル
百
貨
店
」
が
開
店…

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

名
鉄
岡
崎
市
内
線
（
チ
ン
チ
ン
電
車
）廃
止

一
九
六
三
年
▪
昭
和
38 

西
三
河
初
の
百
貨
店
「
エ
コ
ー
」
が
明
大
寺
本
町
に
開
店…

一
九
六
五
年
▪
昭
和
40       

西
三
河
初
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場「
岡
崎
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
が

 

上
明
大
寺
町
に
オ
ー
プ
ン

一
九
七
〇
年
▪
昭
和
45 

東
岡
崎
駅
前
地
下
道
が
完
成

 

愛
知
教
育
大
学（
愛
知
学
芸
大
学
か
ら
改
称
）
が
刈
谷
市
へ
移
転

一
九
七
五
年
▪
昭
和
50 

国
立
分
子
科
学
研
究
所
が
三
島
の
丘（
愛
知
教
育
大
学
跡
地
）
に
創
設

一
九
八
〇
年
▪
昭
和
55 

竜
美
丘
会
館
が
開
館（
1
9
8
2
年
（
昭
和
57
）
に
は
本
館
棟
が
開
館
）

一
九
八
五
年
▪
昭
和
60 

三
島
学
区
市
民
ホ
ー
ム
が
開
館

一
九
八
九
年
▪
平
成
1　

 

東
岡
崎
駅
地
下
改
札
口
工
事
が
完
成

一
九
九
五
年
▪
平
成
7 

三
島
学
区
こ
ど
も
の
家
が
開
館

一
九
九
九
年
▪
平
成
11 

東
岡
崎
駅
南
交
通
広
場
が
完
成

二
〇
〇
九
年
▪
平
成
21 

東
岡
崎
駅
西
線
路
沿
い
の
屋
台
街
が
姿
を
消
す…

二
〇
一
〇
年
▪
平
成
22 

東
岡
崎
駅
の
橋
上
駅
舎
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
供
用
開
始

二
〇
一
三
年
▪
平
成
25 

東
岡
崎
駅
の
橋
上
東
改
札
が
供
用
開
始

完成した東岡崎駅

線路沿いにあった屋台街の様子。夜
になると多くの人で賑わいを見せた

愛知学芸大学全景 22 殿橋を通る市内電車と三島の丘を望む（名鉄資料館所蔵）11百貨店「エコー」（出典：新編岡崎市史）55 3344

66

三
島
学
区 

ま
ち
の
な
り
た
ち以後、基礎生物学研究所、生理学研究所、

共通研究施設などが設立され、
自然科学研究機構として現在に至ります

鉄筋コンクリート
二階建校舎は当時、
東洋一の校舎といわれました

11

22

33

44
55

66

市
内
電
車
と
し
て
、

市
民
の
足
に
な
り
ま
し
た

南
北
連
絡
通
路
が
で
き
て

便
利
に
な
り
ま
し
た

□人　口 9,485人
 男性 4,764人
 女性 4,721人
□世帯数 4,407世帯
□面　積 1.88㎢
[2016年7月1日現在]
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   岡崎市立竜海中学校
左/1947年(昭和22)4月創立
右/竜中名物、天に昇る龍「九段ピラミッド」のお披露目 

　
空
青
く
、明
大
寺
の
丘
蒼
く
、菅
生
の
流
れ
清
い
、恵
ま
れ
た
自
然
に
囲
ま
れ
た
町
。

　
悠
久
の
時
を
経
て
、

あ
ま
た
数
多

 

の
魅
力
あ
る
歴
史
と
文
化
を
育
み
、伝
え
て
き
た
風
格

の
あ
る
町
。

　
い
ま
、三
島
の
町
は「
乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
整
備
計
画
」や「
東
岡
崎
駅
北

口
駅
前
広
場
整
備
計
画
」が
複
合
的
に
推
進
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
、岡
崎
の
表
玄
関

と
し
て
新
た
な
風
が
吹
き
始
め
て
い
ま
す
。

文
教
と
歴
史
と

　

      
賑
わ
い
の
町

三
島
学
区

BB

   愛知県立岡崎高等学校
左/1896年(明治29)4月創立
右/愛知県立第二中学校出身の作家・尾崎士郎「人生劇場」の輝く石碑

CC

   六所神社
上/斉明天皇勅願により創建。徳川
家の産土神(写真提供：岡崎市)
下/平成18年放映のNHK連続テレビ
小説「純情きらり」のロケ地になった

ee

   龍海院
松平清康公創建。別名「是字寺」
FF

   安心院
明大寺の旧跡に建立された寺院
gG

   勝蓮寺
親鸞聖人の腰掛け石や松平信康（家
康の子）の肖像画がある。

aa   満性寺
1289(正応2)年、了専師創建
hh

   岡崎市立三島小学校
左/1873年(明治6)3月創立 　右/校門を入ってすぐの場所にある校歌碑
aa

   愛知県立岡崎盲学校
1903(明治36)年創立。県内の盲学
校は名古屋・岡崎の2校のみ

jj    自然科学研究機構
1975年(昭和50)設立
ノーベル賞受賞者が研究に取り組ん
だ世界に誇る研究施設

DD

     

東
岡
崎
駅
前
通
り

飲
食
店
が
立
ち
並
び
、大
勢
の
人
で
賑
わ
う

iI
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45

483

293

248

1

竜美丘会館竜美丘会館

吉祥院吉祥院

岡崎信用
金庫本店
岡崎信用
金庫本店

自然科学研究機構
岡崎コンファレンス
センター

自然科学研究機構
岡崎コンファレンス
センター

生理学研究所生理学研究所

明徳保育園明徳保育園
岡崎市役所岡崎市役所

吹矢橋吹矢橋

明代橋明代橋

殿橋殿橋

岡崎市美術館岡崎市美術館岡崎警察署岡崎警察署

岡崎城岡崎城

岡崎公園岡崎公園

竜美丘公園竜美丘公園

公衆衛生
センター
公衆衛生
センター

愛知教育大学
附属岡崎中学校
愛知教育大学
附属岡崎中学校

名古屋地方裁判所
岡崎支部
名古屋地方裁判所
岡崎支部

萬徳寺萬徳寺

愛知県西三河総合庁舎愛知県西三河総合庁舎

基礎生物学研究所基礎生物学研究所

分子科学研究所分子科学研究所

三島小学校三島小学校

安心院安心院

満性寺満性寺

六所神社六所神社

龍海院龍海院

東岡崎駅東岡崎駅

自然科学研究機構
岡崎統合
バイオサイエンス
センター

自然科学研究機構
岡崎統合
バイオサイエンス
センター

岡崎高等学校岡崎高等学校竜海中学校竜海中学校

岡崎盲学校岡崎盲学校

自然科学研究機構自然科学研究機構

東岡崎駅前通り東岡崎駅前通り

三島学区市民ホーム三島学区市民ホーム

成就院成就院

名鉄名古屋本線

名鉄名古屋本線

乙
川
（
通
称
：
菅
生
川
）電

車
通
り



文
教
の
丘 
　
　

 
三
島

わ
た
し
た
ち
の
学
区
に
は
、三
島
小
学
校
、竜
海
中
学
校

は
も
ち
ろ
ん
、岡
崎
高
校
や
、日
本
の
自
然
科
学
研
究
の

発
展
を
担
う
自
然
科
学
研
究
機
構
が
あ
り
ま
す
。三
島
の

丘
は
、日
本
の
教
育
、学
問
を
支
え
る
文
教
の
丘
で
す
。

三
島
小
学
校

たくさんの花と緑に囲まれた三島小　

岡
崎
盲
学
校

　
明
治
36
年
に
盲
人
佐
竹
政
次
郎
氏
が
私
財
を
投

じ
、康
生
に
民
家
を
借
り
て
授
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

昭
和
22
年
に
愛
知
県
へ
移
管
。現
在
、幼
稚
部
・
小

学
部
・
中
学
部
・
高
等
部（
普
通
科
・
保
健
理
療
科
・

専
攻
科
理
療
科
）が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

岡
崎
の
玄
関
口

東
岡
崎
駅
の
賑
わ
い
と
整
備
事
業

　
現
在
、東
岡
崎
駅
前
北
口
は
飲
食
店
な
ど
が
連
な
る
繁
華
街
と
し
て
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。平
成
に
入
り
、文
教
の
丘
側
に
東
岡
崎
駅
南
口
が
開
設
さ
れ
、

北
口
と
は
地
下
通
路
で
結
ば
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、東
岡
崎
駅
橋
上
駅
化
に

よ
る
東
改
札
口
設
置
に
よ
り
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
が
進
展
し
、北
口
と
南
口
を
結
ぶ
自
由
通

路
や
人
々
が
集
う
交
流
拠
点
な
ど
が
設
置
さ
れ
、そ
れ
に
伴
い
駅
ビ
ル
な
ど

も
充
実
す
る
計
画
で
す
。そ
し
て
、市
民
が
誇
れ
る「
岡
崎
の
玄
関
口
」と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
東
岡
崎
駅
へ
と
変
貌
し
て
い
き
ま
す
。

乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
実
現
の
夢

1

2

1

3

2

1 平成25年度に供用開始した東岡崎駅
東改札口　2 現在の東岡崎駅前北口繁
華街　3 東岡崎駅ペデストリアンデッ
キイメージ（平成31年度供用開始予定）

家
康
公
縁
の
寺
社

六
所
神
社

　
岡
崎
城
で
生
誕
し
た
郷
土
の
英
雄「
徳
川
家
康
公
」の
産
土
神
と
し

て
、江
戸
幕
府
の
厚
い
保
護
を
受
け
て
い
ま
し
た
。社
殿(
本
殿
・
幣

殿
・
拝
殿)

は
権
現
造
の
絢
爛
豪
華
な
建
物
と
し
て
、徳
川
家
光
公
の

命
で
１
６
３
４
年(

寛
永
11)

か
ら
３
年
か
け
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
す
。

本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿
・
神
供
所
・
楼
門
は
昭
和
10
年
に「
国
宝
」の
指

定
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、昭
和
25
年
の
文
化
財
保
護
法
の
制
定
に
よ

り「
重
要
文
化
財
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
社
の
本
殿
は「
南
か
東
向
き
」が
一
般
的
で
す
が
、六
所
神
社
は
、

岡
崎
城
の
天
守
閣
か
ら
い
つ
で
も
お
参
り
で
き
る
よ
う
に
と「
西
北

西
」の
方
角
を
向
い
て
い
ま
す
。

是
字
寺
（
龍
海
院
）

　
「
満
珠
山 

龍
海
院
」は
、別
名「
是(

ぜ)

の
字
寺
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

１
５
３
０
年(

享
禄
3) 

徳
川
家
康
公
の
祖
父
、松
平
清
康
公
が「
是
」

の
字
を
左
手
に
握
る
と
い
う
初
夢
を
見
て
、「
こ
れ
は
吉
夢
で『
是
』の

字
は
日
の
下
の
人
と
読
め
る
か
ら
子
孫
が
天
下
を
取
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
」と
占
っ
た
僧
の
話
を
喜
び
、清
康
公
が
そ
の
僧
の
た
め
に
こ

の
寺
を
建
て
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。一
般
的
に
南
に
向
か
っ
て
建

て
ら
れ
る
本
堂
で
す
が
、龍
海
院
の
本
堂
は
、岡
崎
城
に
背
を
向
け
ら

れ
な
い
た
め
、忌
み
嫌
わ
れ
る
北
に
向
か
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

1
（
仮
称
）
乙
川
人
道
橋
完
成
イ
メ

ー
ジ　

2
平
成
27
年
12
月
に
初
開
催

し
た「
乙
川
泰
平
の
祈
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
の
乙
川
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
様
子

竜
海
中
学
校

　
昭
和
38
年
か
ら「
わ
か
る
学
習
指
導
」を
継
続

的
に
研
究
し
、昭
和
57
年
以
降
は
毎
年
授
業
研　

究
協
議
会
を
行
い
、そ
の
成
果
や
課
題
を
市
内
外

に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、昭
和
50
年
に
全
日
本
学
校
環
境
緑
化
コ

ン
ク
ー
ル
で「
日
本
一
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
部
活
動
で
は
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
男
子
が
昭
和

59
年
に
全
国
制
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。近
年
で
も
、

吹
奏
楽
部
が
平
成
26
年
全
国
大
会
で「
文
部
科
学

大
臣
賞
」を
受
賞
し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
水
泳
部

や
駅
伝
部
を
は
じ
め

と
し
た
数
多
く
の
部

活
動
が
東
海
大
会
・

全
国
大
会
に
お
い
て

活
躍
し
て
お
り
、
部

活
動
強
豪
校
と
し
て

の
伝
統
が
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。

学区敬老会で演奏を披露する竜中吹
奏楽部

岡
崎
高
等
学
校

第3回世界合唱オリンピック(平成16年/ドイツ・
ブレーメン)で歌声を披露するコーラス部

　
平
成
28
年
に「
開
校
1
2
0
周
年
」を
迎
え
る

長
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
公
立
高
校
と
し
て
全

国
屈
指
の
進
学
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。平
成
14

年 

S
S
H(

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー

ル)

指
定
に
伴
っ
て
設
立
さ
れ
た「
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
部
」は
、化
学
班
、生
物
班
、物
理
班

が
研
究
活
動
で
数
々
の
賞
を
受
賞
、生
物
班
は

「
N
e
w
t
o
n
」に
記
事
が
掲
載
さ
れ
、日
本

代
表
で
出
場
し
た
平
成
27
年「
世
界
大
会(

国
際

生
物
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク)

」で
見
事
に
銀
メ
ダ
ル

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。平
成
26
年「
科
学
の
甲
子

園
全
国
大
会
」に
出
場
、数
学
部
は
、「
日
本
数
学

コ
ン
ク
ー
ル
論
文
賞
」で
は
金
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
実
績
と
世
界
的

に
高
い
知
名
度
を
誇
る「
コ
ー
ラ
ス
部
」は
、指

揮
者
の
近
藤
惠
子
先
生
が
40
年
以
上
率
い
て
、世

界
合
唱
大
会
で
5
回
連
続
で
金
メ
ダ
ル
を
、う
ち

最
優
秀
賞
を
3
回
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
「
乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地

区
整
備
計
画
」の
推
進
に
よ
っ

て
、乙
川
の
水
辺
空
間
と
連
携

し
た
市
民
の
「
い
こ
い
の
場
」

を
活
か
し
た
将
来
の
街
づ
く
り

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

天の川プロジェクトⓇ

　
三
島
小
学
校
は
平
成
26
年
に
開
校
1
4
0
周

年
を
迎
え
た
、歴
史
あ
る
学
校
で
す
。大
正
14
年

に
竣
工
さ
れ
た
白
亜
の
校
舎
は
当
時
東
洋
一
を

誇
る
と
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。現
在
も
、校
長
室
に

写
真
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
54
年
の
全
日
本
学
校
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

で「
日
本
一
」を
受
賞
し
て
お
り
、現
在
も
児
童

た
ち
は
緑
豊
か
な
環
境
で
の
び
の
び
と
学
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、部
活
動
が
盛
ん
で
、特
に
合
唱
部
は
県

大
会
の
常
連
と
し
て
活

躍
中
で
あ
り
、平
成
25

年
に
は
東
海
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て

「
N
H
K
全
国
学
校
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
」の
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。

（
↓
地
図　

 

）
ee（

↓
地
図　
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一般公開イベントでは多くの人で賑わう 

自
然
科
学
研
究
機
構

　
広
大
な
愛
知
教
育
大
学
岡
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地

に
建
設
さ
れ
た
研
究
所
で
す
。学
術
研
究
を
推
進

す
る
中
核
的
研
究
拠
点
で
あ
る「
基
礎
生
物
学
研

究
所
」、「
生
理
学
研
究
所
」、「
分
子
科
学
研
究
所
」

の
三
つ
か
ら
成
る「
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
」と

い
う
組
織
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
最
先
端
の
研
究
領
域
で
必
要
と
さ
れ
る
大
型
の

実
験
施
設
や
特
殊
な
観
測
装
置
を
機
構
が
開
発
・

整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、国
内
外
の
研
究
者
た

ち
が
効
果
的
に
先
端
的
な
共
同
研
究
が
で
き
る
、

日
本
が
世
界
に
誇
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
機
関

と
な
っ
て
い
ま
す
。平
成
28
年
に
ノ
ー
ベ
ル
医
学

生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
大
隅
良
典
氏
は
、平
成
8

年
か
ら
平
成
21
年
ま
で
の
13
年
間
、基
礎
生
物
学

研
究
所
に
教
授
と
し
て
在
籍
し
、ノ
ー
ベ
ル
賞
の

受
賞
理
由
と
な
っ
た
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー（
自
食
作

用
）の
研
究
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
究
所
は
年
に
1
回
、施
設
を
開
放
し
た
一
般

公
開
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
子

ど
も
た
ち
の
学
習
や
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場
と

し
て
、と
て
も
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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